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ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

　
お
よ
そ
10
万
坪
︵
東
京
ド
ー
ム
約
7
個

分
︶
の
敷
地
に
、
３
学
部
２
研
究
科
、
湘

南
藤
沢
中
等
部
・
高
等
部
が
置
か
れ
、

６
０
０
０
名
を
超
え
る
学
生
・
生
徒
が
学

ぶ
Ｓ
Ｆ
Ｃ
。
20
世
紀
の
終
わ
り
、
世
界
が

大
き
く
変
化
す
る
時
代
の
う

ね
り
の
中
で
、
新
し
い
時
代

の
要
請
に
対
応
で
き
る
教

育
・
研
究
の
場
と
し
て
構
想

さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
安
政
5

︵
１
８
５
８
︶
年
に
幕
末
の
動

乱
の
中
で
産
声
を
上
げ
て
以

来
、
常
に
時
代
の
先
導
者
た

ら
ん
と
し
て
き
た
慶
應
義
塾

の
精
神
が
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
る
。

　
新
キ
ャ
ン
パ

ス
の
設
計
は
塾

員
で
、
当
時
東

京
大
学
教
授
だ

っ
た
建
築
家
・

槇
文
彦
。
総
合

政
策
学
部
の
初

代
学
部
長
と
な

っ
た
加
藤
寛
教

授
の
﹁
日
本
の

学
問
の
始
ま
り

で
あ
る
寺
院
建

築
の
イ
メ
ー
ジ
を
﹂
と
い
う
要
望
を
取
り

入
れ
、
そ
れ
を
ギ
リ
シ
ャ
風
に
ア
レ
ン
ジ

し
た
斬
新
な
空
間
が
生
ま
れ
た
。

　
１
９
９
０
年
４
月
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
設
置
さ

れ
た
﹁
総
合
政
策
学
部
﹂

と
﹁
環
境
情
報
学
部
﹂
は
、

既
存
の
学
問
分
野
に
と
ら

わ
れ
な
い
学
際
的
な
研

究
・
教
育
の
場
で
あ
る
こ

と
を
徹
底
し
て
志
向
し
て

い
た
。
ど
ち
ら
の
学
部
も

学
生
自
ら
問
題
を
発
見
し
、

解
決
す
る
能
力
を
養
う
教

育
手
法
が
特
色
で
、
そ
の

後
、
日
本
の
大
学
改
革
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
っ
た
。

　
入
試
方
法
も
見
直
し
た
。
書
類
選
考
と

面
接
試
験
を
組
み
合
わ
せ
、
時
間
を
か
け

て
受
験
生
の
問
題
意
識
や
知
的
関
心
を
探

り
、
多
面
的
・
総
合
的
な
観
点
か
ら
評
価

を
行
う
﹁
Ａ
Ｏ
入
試
﹂
を
日
本
で
初
め
て

導
入
し
た
。
ま
た
、
９
月
入
学
制
度
も
開

設
時
よ
り
設
け
ら
れ
て
い
た
。

未
来
の
大
学
を
見
据
え
た

Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
誕
生

既
存
に
と
ら
わ
れ
な
い

新
た
な
挑
戦

Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
30
年

21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
大
学
の
在
り
方
を
志
向
し
た
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パス
（
Ｓ
Ｆ
Ｃ
）
が
開
設
さ
れ
て
今
年
で
30
年
。

「
若
者
は
未
来
か
ら
の
留
学
生
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
新
し
い
大
学
教
育
の
カ
タ
チ
を
世
に
問
う
た

そ
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
と
教
育
・
研
究
体
制
は
、
そ
の
後
、
多
く
の
大
学
改
革
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
っ
た
。

今
も
な
お
進
化
を
続
け
て
い
る
Ｓ
Ｆ
Ｃ
30
年
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

空から見たSFC（2012年撮影）

開設時のくす玉には
「ようこそ遠藤へ」の垂れ幕が
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方
々
が
訪
れ
て
い
る
。
祭
り
の
最
後
に
学

生
自
ら
が
打
ち
上
げ
る
花
火
は
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の

名
物
と
な
っ
た
。

　
２
０
０
１
年
に
は
３
番
目
の
学
部
﹁
看

護
医
療
学
部
﹂
を
設
置
。
義
塾
の
看
護
教

育
の
歴
史
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
垣
根
を
越
え
た
研
究
・
教
育

を
展
開
し
、
高
度
な
医
療
看
護
人
材
を
社

会
に
送
り
出
し
て
い
る
。

　
総
合
政
策
学
部
・
環
境
情
報
学
部
で
は

英
語
に
よ
る
授
業
の
み
で
学
部
卒
業
が
可

能
な
﹁
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂、
学
部

を
３
・
５
年
で
卒
業
で
き
る
制
度
、
学
部
・

修
士
を
４
年
間
で
終
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

設
け
ら
れ
、
ま
す
ま
す
多
様
な
学
び
方
が

可
能
に
な
っ
た
。

　
２
０
０
７
年
に
始
動
し
た
﹁
未
来
創
造

塾
事
業
﹂
は
、﹁
半
学
半
教
﹂
を
実
践
す
る

滞
在
型
の
教
育
研
究
施
設
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
多
く
の
人
が
集
い
、
共
に
生
活
し
な

が
ら
研
究
を
進
め
る
﹁
βベ
ー
タ

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
﹂

の
全
施
設
が
２
０
２
０
年
夏
に
竣
工
し
、

本
格
的
な
運
用
が
待
た
れ
る
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
向
上
す

る
。
２
０
２
２
年
度
下
期
の
東
急
線
と
相

　
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
は
開
設
当
時
か
ら
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
Ｃ
Ｎ
Ｓ
︵C

am
pus N

etw
ork 

System

︶
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
張

り
巡
ら
さ
れ
、
学
生
・
教
職
員
全
員
に
電

子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
与
え
ら
れ
た
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
言
葉
さ
え
一
般
的

で
は
な
か
っ
た
時
代
に
、
学
生
た
ち
は
ネ

ッ
ト
を
駆
使
し
て
学
び
、
そ
の
後
の
Ｉ
Ｔ

革
命
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
Ｓ
Ｆ
Ｃ
は
﹁
24
時
間
キ
ャ
ン
パ
ス
﹂
で

も
あ
っ
た
。
学
習
目
的
で
あ
れ
ば
夜
間
で

も
キ
ャ
ン
パ
ス
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
い
た
の
で
、
夜
遅
く
ま
で
教
員
が

学
生
の
相
談
に
応
じ
、
学
生
同
士
が
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
教
員
が
学
生
の
質
問
を
受
け
付
け

る
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
制
度
や
学
生
に
よ
る

授
業
評
価
な
ど
も
当
時
と
し
て
は
画
期
的

な
試
み
で
、
教
職
員
と
学
生
が
切
磋
琢
磨

し
な
が
ら
新
し
い
大
学
を
つ
く
り
上
げ
て

い
っ
た
。

　
一
方
で
地
域
と
の
絆
を
大
切
に
し
て
い

る
の
も
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
伝
統
で
あ
る
。
夏
祭
り

﹁
七
夕
祭
﹂
や
独
自
の
学
園
祭
で
あ
る
﹁
秋

祭
﹂
に
は
、
例
年
、
多
く
の
近
隣
住
民
の

鉄
線
の
新
線
開

通
に
よ
る
相
互

直
通
運
転
開
始

に
よ
り
、三
田
・

日
吉
キ
ャ
ン
パ

ス
と
の
移
動
時

間
が
短
縮
。
さ

ら
に
今
後
は
相

鉄
い
ず
み
野
線

の
延
伸
計
画
に
よ
り
Ｓ
Ｆ
Ｃ
最
寄
り
駅
の

設
置
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
社
会
や
技
術
革
新
の
動
向
を
見
据
え
な

が
ら
現
在
も
進
化
す
る
Ｓ
Ｆ
Ｃ
。
未
来
を

構
想
す
る
そ
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
コ
ロ
ナ
禍

で
混
迷
す
る
世
界
の
中
で
ま
す
ま
す
輝
き

を
増
し
て
い
る
。

時
間
と
空
間
を
超
え
る

キ
ャ
ン
パ
ス
の
環
境

現
在
も
進
化
し
続
け
る

Ｓ
Ｆ
Ｃ
ス
ピ
リ
ッ
ツ
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